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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
略等脚台形状の食品収容部を有する２枚のプラスチックシートである第１シートおよび第
２シートを重ね合わせて形成した本体部と、第２シートに設けられた切り込み部と、切り
込み部の上に設けられたプラスチックシートである第３シートを有し、
食品収容部である等脚台形状の上辺を一辺とする長方形の内部において切り込み部は設け
られていて、その切り込み部は上辺に近い位置に設けられた上辺に平行な１本の切り込み
線とこれに垂直な２本の切り込み線によって下側が開いたコの字状に構成されていて、中
に囲まれた部分は下辺の近くにおいて第２シートとつながっていて、
第３シートは、切り込み部を覆うようにして第２シートに接続された覆い部と、覆い部に
隣接し第２シートに接続していないつまみ部を有し、
切り込み部の内側において第２シートと第３シートが接続されている内側接続部と、切り
込み部に沿った第２シートと第３シートが接続されていない非接続部と、切り込み部の外
側において第２シートと第３シートが接続されている外側接続部が形成されているサンド
イッチ包装用袋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は、直角三角形状のサンドイッチを包装するためのプラスチックフィルム製の食
品包装体に関する。
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【背景技術】
【０００２】
直角三角形の形状をしたサンドイッチは、プラスチックフィルムでできた包装袋に収納さ
れ、店頭に陳列されている。特許文献１や特許文献２には、このような直角三角形のサン
ドイッチを収納する包装袋が記載されている。
【０００３】
特許文献１のサンドイッチ用包装体は、第１プラスチックシートと第２プラスチックシー
トを有し、第１プラスチックシートと第２プラスチックシートは同形の等脚台形部を有し
、等脚台形部の斜辺部および上辺部には第１プラスチックシートと第２プラスチックシー
トの接続部が所定の幅で形成され、等脚台形部の下辺部は第１プラスチックシートと第２
プラスチックシートが接続されていない開口部となっている。そして、中央部にはカット
テープが設けられ、開封を容易にしている。
【０００４】
特許文献２のサンドイッチ用包装袋では、表シートと裏シートは、上辺部の下方で上部シ
ールによって左右方向にヒートシールされると共に、延伸方向を上下方向に向けた破断用
シートが、裏シートの内面に重ね合わされて左右方向に間隔をおいて上下方向に延びる複
数条のヒートシールにより裏シート２に接合され、かつ、裏シートを破断用シートと共に
切り裂くために裏シートに及ぶ切込み部が、上部シール以上の破断用シートに形成される
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１６６５６６
【特許文献２】特開２００６－８１６２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
特許文献１や特許文献２に記載のサンドイッチ用包装材は、等脚台形の食品収容部を有し
、ここに直角三角形のサンドイッチを入れて包装する。すると、サンドイッチの斜辺に沿
った面が包装体の正面に表れる。その正面にはカットテープが設けられているので、この
カットテープを引き上げることによって開封し、その開口部より、中のサンドイッチを取
り出すことができる。
【０００７】
しかし、カットテープにより開封できる幅は限られていて、厚みのあるサンドイッチを簡
単に取り出すことはできない。そこで、多数のカットテープを平行に設けることが考えら
れるが、それらのカットテープを一度に引き上げることはできず、広い幅の開口を得るた
めには、何回も開封作業を行う必要がある。特許文献２のサンドイッチ用包装袋では、三
角形サンドイッチの斜辺に沿った面全体を覆うだけの多数のヒートシールを設け、しかも
、幅広く簡単に開封できるとされている。しかし、その構造は複雑であり、製造にかかる
時間とコストが大きくならざるをえない。
【０００８】
この発明は、大きく簡単に開封でき、サンドイッチを容易に取り出すことができる包装袋
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上記の課題を解決するために、この発明のサンドイッチ包装用袋は、略等脚台形状の食品
収容部を有する２枚のプラスチックシートである第１シートおよび第２シートを重ね合わ
せて形成した本体部と、第２シートに設けられた切り込み部と、切り込み部の上に設けら
れたプラスチックシートである第３シートを有し、食品収容部である等脚台形状の上辺を
一辺とする長方形の内部において切り込み部は設けられていて、その切り込み部は上辺に
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平行な１本の切り込み線とこれに垂直な２本の切り込み線によって構成されている。さら
に、第３シートは、切り込み部を覆うようにして第２シートに接続された覆い部と、覆い
部に隣接し第２シートに接続していないつまみ部を有し、切り込み部の内側において第２
シートと第３シートが接続されている内側接続部と、切り込み部に沿った第２シートと第
３シートが接続されていない非接続部と、切り込み部の外側において第２シートと第３シ
ートが接続されている外側接続部が形成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
この発明のサンドイッチ包装用袋は、第３シートを引き剥がすことにより切り込み部に沿
った大きな開封口を得ることができ、中のサンドイッチを簡単に取り出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】サンドイッチ包装用袋を示す正面図である。
【図２】同右側面図である。
【図３】同平面図である。
【図４】同底面図である。
【図５】同拡大平面図である。
【図６】同拡大底面図である。
【図７】同Ａ－Ａ端面図である。
【図８】同Ｂ－Ｂ端面図である。
【図９】同Ｃ－Ｃ部拡大図である。
【図１０】第１シートを示す正面図である。
【図１１】第２シートを示す正面図である。
【図１２】第３シートを示す正面図である。
【図１３】サンドイッチ包装用袋の使用状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
本発明を実施するための形態について、図面に基づいて詳細に説明する。図１はサンドイ
ッチ包装用袋を示す正面図、図２は同右側面図、図３は同平面図、図４は同底面図である
。また図５は同拡大平面図、図６は同拡大底面図、図７は同Ａ－Ａ端面図、図８は同Ｂ－
Ｂ端面図、図９は同Ｃ－Ｃ部拡大図である。背面図は正面図と同一に表れ、また、左側面
図は右側面図と対称に表れる。
【００１３】
サンドイッチ包装用袋１は、ほぼ外形が同じ第１シート２と第２シート３の重ね合わせに
より形成され、さらに、第２シート３の上に第３シート４が取り付けられている。第１シ
ート２、第２シート３および第３シート４はいずれも薄く透明がプラスチックフィルムで
あり、サンドイッチ包装用袋１も印刷が施されていなければ全体的に透明である。
【００１４】
サンドイッチ包装用袋１は、上辺が下辺より短い等脚台形の形状をした食品収容部６を有
する。この食品収容部６において、上辺７および側部の斜辺８では第１シート２と第２シ
ート３が接続されている。一方、下辺９では第１シート２と第２シート３は接続されてい
ない。したがって、食品収容部６は下辺９のみが開いた袋形状になっており、この中にサ
ンドイッチを収容できるようになっている。したがって、食品収容部６の形状は収容され
るサンドイッチの形状に対応している。このサンドイッチ包装用袋には、直角三角形のサ
ンドイッチが収容されるが、上辺７はサンドイッチの厚さとほぼ同じか若干広めになって
おり、斜辺７の垂線に対する角度θはサンドイッチの頂点の角度の半分になっている。
【００１５】
食品収容部６の上部には耳部１０が設けられ、下部には折り畳み部１１が設けられている
。この耳部１０と折り畳み部１１には特に制限はないが、ここでは長方形状とし、連続シ
ートから効率よく切り出せるようにしている。
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【００１６】
図１０は第１シートを示す正面図、図１１は第２シートを示す正面図、図１２は第３シー
トを示す正面図である。第１シートと第２シートはほぼ同じ形状であり、食品収容部を形
成する等脚台形状の部分と、その上の耳部を形成する長方形状の部分と、下の折り畳み部
を形成する長方形状の部分を有する。この第１シートと第２シートにより本体部が形成さ
れる。そして、第２シートには、切り込み部１２が形成されている。この切り込み部１２
は、等脚台形状の中央部に設けられており、特に等脚台形状の上辺７を一辺とする長方形
の内部に収まっている。さらに、この切り込み部１２は、上辺７に平行な１本の切り込み
線１２ａと、これに垂直な２本の切り込み線１２ｂによって構成されていている。そして
、上辺７に平行な切り込み線１２ａは上辺７に近い位置に設けられており、一方、下辺に
近い部分には設けられていない。したがって、下側が開いたコの字状の切り込みになり、
この中に囲まれた部分は下辺の近くにおいて第２シートとつながっている。この切り込み
部１２は、なるべく大きく形成することが好ましく、中に収容されるサンドイッチを取り
出すのに十分な広さにする。
【００１７】
第３シート４は、第２シート３の切り込み部１２を覆うための覆い部１３と、その上に設
けられるつまみ部１４を有する。覆い部１３は概ね長方形であり、切り込み部１２よりも
若干広め、すなわち、切り込み部１２の外側に接続部を形成できるだけの大きさを有する
。そして、つまみ部１４は本例では台形になっている。
【００１８】
第２シート３と第３シート４は熱溶着等により接続されている。切り込み部１２の内側に
おいて第２シート３と第３シート４が接続されている内側接続部１５が設けられている。
そして、その外側には、切り込み部１２に沿った第２シート３と第３シート４が接続され
ていない非接続部１６が設けられ、さらに、切り込み部１２の外側において第２シート３
と第３シート４が接続されている外側接続部１７が形成されている。この外側接続部１７
は切り込み部１２を囲むように長方形状に形成されており、これによって、切り込み部１
２の周囲を閉鎖しており、切り込み部１２を通って空気が出入りできないようになってい
る。また、第３シート４の上部のつまみ部１４は第２シート３に接続されていない。
【００１９】
ついで、このサンドイッチ包装用袋の使用方法について説明する。サンドイッチ包装用袋
の下部は開いているので、ここからサンドイッチｘを挿入する。サンドイッチｘの直角三
角形の頂点側から挿入し、奥まで入れる。このとき、サンドイッチｘの斜辺に沿った面が
第２シート３に当たるような向きで入れる。そして、サンドイッチ包装用袋の下部の余っ
た部分をキャラメル折りのようにして折り畳み、粘着テープやシールなどで止めれば包装
が完了する。図１３はサンドイッチ包装用袋の使用状態を示す斜視図である。
【００２０】
三角サンドイッチは、通常は正方形または長方形の２枚またはそれ以上のパンの間に具材
を挟みこむことによって作られ、その後、対角線に沿って２つに切断される。こうして、
直角三角形のサンドイッチができる。斜辺に沿った面が切断面であり、この面ではサンド
イッチの具材がよく見えるようになっている。包装したときに、この切断面は第３シート
４が設けられた位置に表れる。そして、第２シート３と第３シート４は透明であるので、
この包装体を店頭に陳列したときに、外から具材がよく観察できる。
【００２１】
このサンドイッチ包装用袋は、つまみ部１４を指でつまんで第３シート４を第２シート２
から引きはがすことによって簡単に行うことができる。第２シート３と第３シート４は熱
溶着などによって接続されているだけなので、簡単に引きはがすことができる。そして、
第２シート３の切り込み部１２の内側の部分は内側接続部１５により第３シート４に接続
されているので、第３シート４とともにサンドイッチ包装用袋から引きはがされる。こう
して、大きな開口が得られる。この開口部より中のサンドイッチを簡単に取り出すことが
できる。
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【符号の説明】
【００２２】
１．サンドイッチ包装用袋
２．第１シート
３．第２シート
４．第３シート
６．食品収容部（等脚台形部）
７．上辺
８．斜辺
９．下辺 
１０．耳部
１１．折り畳み部
１２．切り込み部
１３．覆い部
１４．つまみ部
１５．内側接続部
１６．非接続部
１７．外側接続部
ｘ．サンドイッチ
【要約】
【課題】大きく簡単に開封でき、サンドイッチを容易に取り出すことができる包装袋を提
供することを目的とする。
【解決手段】
サンドイッチ包装用袋１は、略等脚台形状の食品収容部６を有する２枚のプラスチックシ
ートである第１シート２および第２シート３を重ね合わせて形成した本体部と、第２シー
ト２に設けられた切り込み部１２と、切り込み部１２の上に設けられたプラスチックシー
トである第３シート４を有し、食品収容部６である等脚台形状の上辺７を一辺とする長方
形の内部において切り込み部１２は設けられていて、その切り込み部１２は上辺に平行な
１本の切り込み線１２ａとこれに垂直な２本の切り込み線１２ｂによって構成されている
。
【選択図】図１
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】



(8) JP 5963336 B1 2016.8.3

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００８－２３９１７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３０８４５９２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０１２－００１２１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３０６４３６９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００８－１００４８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１５３４１０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｄ　　７５／６２　　　　
              Ｂ６５Ｄ　　８５／５０　　　　
              Ａ２３Ｌ　　３５／００　　　　
              　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

